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　このたび，宮城県保健環境センターの平成 18 年度における業績をとりまとめ，年報と

して発刊する運びとなりましたので，ご高覧の上，ご意見を賜れば幸いと存じます。

　当センターは，県民の方々の保健衛生や環境保全の維持向上のため，試験検査，調査研

究，関係情報の収集・解析・提供及び技術研修等を行っておりますが，平成 18 年度には，

生かきのノロウィルス対策に関する調査研究，ポジティブリスト制導入にともなう残留農

薬や残留動物用医薬品の一斉分析，村田町竹の内産業廃棄物処分場での各種調査と解析，

大気中の微小粒子状物質の調査と解析，海藻を活用した水質浄化法の検討などに鋭意取り

組んできたところです。

　当センターにおいては，平成 17 年度から外部の専門家や有識者による外部評価制度が

導入されており，初年度の機関評価に続き，平成 18 年度には調査研究課題に対する評価

が行われ，調査研究の重要性，県が行う必要性，成果及びその波及性など調査研究全般に

わたるご意見をいただき，その対応方針をまとめたところです。

　さて，県財政はますます厳しくなり，関連予算の削減，分析機器の老朽化など以前にも

増して課題が多くなる中，限られた人的・物的資源の下で，より県民ニーズや行政課題に

密着した調査研究等の遂行とその成果を各方面に還元することが求められています。ま

た，団塊の世代の大量退職の時代が始まっており，経験豊かな職員が退職した後の調査研

究等の技術水準の維持が求められています。このような状況を踏まえ，当センターでは平

成 18 年度にセンター改革五ヵ年アクションプランを策定し，「県民の健康と生活環境を守

るための保健環境分野の科学的中核施設」としての役割を果たしてまいります。

　今後とも，県民の皆様方の理解が得られ，充分期待に応えられますよう，調査研究体制

の充実，精度管理の充実，健康危機管理体制の強化など，保健環境分野の課題に対して積

極的に取り組み，研鑽してまいりますので，更なるご指導，ご支援のほどよろしくお願い

致します。

　　平成 19 年 9 月
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